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資料１ アンケート調査票 

（１）農業者に対するアンケート調査票 
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（２）村内事業所に対するアンケート調査票 
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資料２ 県内事例の視察【名護市山田集落「やんばる朝市」】 

 

（１）視察・ヒアリング日時 

 平成 30 年２月 23 日（金）8：30～10：00 

 

（２）やんばる朝市の概要 

 平成 21 年より、やんばる朝市かあちゃんの会が中心となり、毎週金曜日の朝９時より、

名護市山田集落センターにて朝市を開催している。毎週 20～30 名の農家が出荷し、北部の

ホテルや飲食店の料理人や仕入れ担当者が直接買い付けに来る。ホテルや飲食店のシェフ

達から成るやんばる料理研究会が、この朝市を支援している。 

 

（３）やんばる朝市の運営方法 

・8：30～生産者が納品・陳列（値札をつける） 

・8：45～業者担当者が品定めを行う 

・9：00～取引開始（業者担当者は購入したい商品に自社の名札を置く） 

      ※価格交渉なし 

     購入が決まり次第、生産者が請求伝票を記入 

      ※当日納品分の売上額を、次週の朝市にて現金で回収する 

・9：30 積荷後、朝市終了 
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（４）ヒアリング（やんばる朝市かあちゃんの会：金城美代子会長） 

・なぜ朝市を始めようと思ったか。 

→朝市を始めるまではＪＡへ出荷することがほとんどだったが、手数料等を引かれると農

家の収入は少なくなるため、所得向上を目指して朝市を始めた。料理人やホテル等の調

達人が直接仕入れに来る。朝市を始めて今年で９年になり、所得向上は予想を上回って

いる状況である。台風が来て１週間生産できなければ、１ヶ月収入がない状態となる。

１ヶ月生産が遅れると３ヶ月収入がなく、３ヶ月遅れると半年収入がない状態となる。

農家はこれまでそのようにやってきた。この朝市は行政の力を借りず、自分達で運営し

ている。行政を利用することは構わないが、それぞれの農家が頑張れば行政に頼る必要

はない。新鮮な野菜を売って儲かることが農家にとって一番良い。 

 

・現在、この朝市ではどのような業者が参加しているか。 

→１社のホテルでも数箇所のレストランが購入に来ることもある。飲食店からも来る。大

量に購入される場合は、注文を受け付けている。今日は試供として半値での販売もみら

れた。 

 

・朝市に出している農家は何名くらいか。 

→登録している方が 30～35 名いて、毎週出品する方が 20 名程度である。常時来ている方

は年間 5,000 円、時々来る方は場所代として 200 円を徴収している。特に運営費がかか

るわけではないが、交流会や勉強会に使用している。会長費等の人件費は取らず、ボラ

ンティアで行っており、そうでなければ続けられないと思う。お互いで協力し合って、

会場のセッティングを行っている。専業農家や退職後に農業をしている方が多く、あた

いレベルの方はほとんどいない。年齢は若い方も 80 歳以上の方もいる。また、以前は朝

市に来ていたが、今はホテルと直接取引している農家もいる。農家が儲かるなら、直接

取引に移行しても問題ない。 

 

・生産者を受入れる時、選定しているか。 

→農家は誰でも受入れている。ただし、スーパーで売れ残ったものを持ってくる方には新

鮮な野菜を持ってくるよう指導している。時期になったらパインやマンゴー農家も出品

する。 

 

・朝市を始めるとき、業者のニーズを確認してから朝市に出荷する農産物の生産を始めた

か。それとも、あるものを販売するという形で始めたか。 

→最初はあるものを買っていただいていた。“ないものねだりでなく、あるものからスター

トする”ということで始めた。ホテル側は季節はずれの作物も要求してくるが、「旬のも

のは旬の時期に買ってください」と話し、あるものを購入していただいている。売れ残

った場合、各農家が農連やファーマーズ、羽地の道の駅等へ出荷しているため、心配は

無い。専業農家はほとんど協同青果へ出荷し、無駄な動きはしないようにしている。 

 

・いろいろな生産物が出荷されているが、生産物がかぶらないように住み分け等を行って

いるか。 

→どの品種を生産するかは管理していない。各自が自信があるものを出している。自己責

任でやってもらっている。 
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・見たことが無い野菜もあった。ホテルから注文があるものだけを出しているのか、それ

とも各農家が生産しているものを出しているのか。 

→最近は珍しい作物も増えてきているが、それぞれの農家が考えて出している。それに合

わせて、ホテルはメニューを検討しているらしい。 

 同じ作物でも生産者によってこだわりがあり、味が異なる。この朝市では“旬”のもの

を作ることが売れるコツである。作物によって“旬”のサイズは異なり、大きいから良

いとは限らず、硬くなっていることがある。今週売れなかったからと、来週また出して

も売れない。“旬”のものを通常より値段を上げて売っている。農家もプロであるが、買

う側も料理のプロであることを意識している。苦情は私（金城会長）が受付けている。

「野菜が硬かった」という意見があったり、売れ残りが続くようであれば、味見してい

る。そのときには、水をかけるのが遅れた等、何かに問題がある。暑くなってくると水

分との戦いであり、苦味やえぐみが出てしまう。勉強会でも話し合いながら進めている。

大きさや価格だけでなく、質が求められる。 

 「これは私しかできない」というものを、それぞれが勉強して工夫しながら作っている。

一人一人にこだわりがある。 

 

・勉強会はどのくらいのペースで行っているか。 

→問題があれば、朝市終了後に集まって話し合いをしている。年に２回ぐらいである。今

は特に問題は無い。 

 

・野菜が少ない時期はどうしているか。 

→台風が連続する時は厳しく、少なくなることはあるが無くなることはない。「ファーマー

ズには無いが、朝市は結構ある」と言われる。ハウス栽培を行っている方もいる。また、

回転が速いため、次から次へと生産しており、作物が何も無いということはない。今日

は安い価格でも出していたが、農家の野菜は台風が来ると、Ｂ級品やＣ級品も関係なく

Ａ級品の価格で売れる。試供としての価格にするか、季節を考慮して高くするか安くす

るか、農家自身で自分が出荷する作物の価格を決めている。“自分が作った野菜を自信を

持って出荷すること、鮮度のよい野菜を出荷すること”がこの朝市の強みである。 

 

・農薬に関して規制や指導を行っているか。ＪＡに出荷する際には、使用した農薬の種類

と使用した時期を事前に申請しなければならず、出荷したくてもできないことがある。 

→農薬に関しては私（金城会長）が指導している。虫が出た場合は何を使用したらよいか、

畑に行って確認しながら、出荷までの時期も考慮してアドバイスしている。葉野菜につ

いてはきれいに保つための提案もしている。農薬が白く残っている場合は出品させてい

ない。全体の責任になるため厳しく管理しており、品質向上のために常に勉強している。

この朝市ではＪＡよりも厳しくチェックしているかもしれない。納品時に１つでもかた

つむりが付いていた場合、その作物は全て持ち帰ってもらい、出品させていない。 

 

・朝市を始めて以来、右肩上がりで進められているか。 

→出荷表で管理しており、それによると現在の売上げは年間１人 300 万円近く、全体では

8,000 万円程度である。 
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・輪島や飛騨高山の朝市では、野菜だけでなく、海産物や味噌、しょう油等の加工物等、

いろいろな物がある。やんばる朝市では野菜に限定しているのか。 

→限定しており、生ものは一切禁止している。ホテルや飲食店が来ているため、もし生も

のを販売して食中毒が起こった場合、誰が責任を持つか。例えば、サーターアンダギー

を販売したいという方もいたが断った。野菜農家だから野菜を売るようにしている。農

家は一次産業で頑張らなければ、六次産業にも繋がっていかない。この朝市のかたち以

外は考えていない。 

 

・後継者育成のために、特別に取り組んでいることはあるか。 

→青年育成を兼ねて個人的に若い子達を支援している。農業が全くわからないという場合

には勉強会を行い、育てている。今、若い人が３人いる。うち１人は高校卒業後５年間、

家から出ていなかったが、農業しながら外に出るようになった。今では自分で野菜も売

り、農連にも持っていく。やりたくても誘いがなければできない方もいる。県外から帰

ってきて、祖父母の土地を使って葉野菜を作っている子もいる。若い人の方が年収が高

いという状況もみられ、従業員を雇っている若い人もいる。育てるというよりは、自分

たちも勉強しながら進めている。若い人は大歓迎である。若い人達は先輩方の指導を受

けながら、自分でもネットで農薬の使い方等を調べて頑張っている。 

 

・転職して農業を行っている人にとって、売れる場所があれば頑張れる。おんなの駅がで

きたおかげで売る場所が確保できて助かっている。 

→売る場所があるということは本当に良い。 
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資料３ 恩納村地産地消推進計画策定委員名簿 

 

 

 

 
氏  名 所     属 備 考 

１ 山城
やましろ

 正已
ま さ み

 恩納村漁業協同組合 
代表理事 

組 合 長 

２ 安村
やすむら

 祥子
しょうこ

 恩納村商工会 事務局長 

３ 玉城
たましろ

 智司
と も じ

 恩納村ＧＭ会 会  長 

４ 与儀
よ ぎ

 繁一
しげいち

 株式会社ＯＮＮＡ 専  務 

５ 宇
う

江
え

城
しろ

 安秀
やすひで

 ＪＡおきなわ恩納支店 支 店 長 

６ 吉田
よ し だ

 兼師
け ん し

 
恩納村地域農業振興推進 

連絡協議会 
会  長 

７ 伊差
い さ

川
がわ

 盛作
せいさく

 恩納村区長会 会  長 

８ 喜
き

久山
く や ま

 守
もり

良
よし

 恩納村農業経営アドバイザー  

９ 内間
う ち ま

 仁春
じんしゅん

 恩納村観光協会 事務局長 

10 石川
いしかわ

 司
つかさ

 
恩納村学校教育課長 

給食センター長 
 

11 比嘉
ひ が

 和智
かずのり

 学校給食センター係長  

 
   

 
佐渡山
さ ど や ま

 安正
やすまさ

 農林水産課 課長 事務局 

 
金城
きんじょう

 正道
まさみち

 農林水産課 農林係長 事務局 

 
伊佐
い さ

 章
しょう

吾
ご

 農林水産課 農林係 事務局 


